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平成 22 年 6 月 17 日 

内閣官房情報セキュリティセンター（NISC） 
 

旧型ブラウザから新型ブラウザへの移行に係る取組について 

 

 

１．取組の背景 

本年1月に報道された米国企業等を対象とするサイバー攻撃において、マイクロソ

フト社が提供するInternet Explorer（ＩＥ）６等の旧型ブラウザのセキュリティホ

ールが悪用されたと言われています。ＩＥ６は、利用者が未知の脅威にさらされるお

それがあるため、マイクロソフト社においても、ＩＥ６からセキュリティ対策が強化

されたＩＥ８への移行を勧めているところです。 
 
 

２．政府機関におけるＩＥ６の利用状況 

我が国の中央省庁においても、ソフトウェアの互換性を確認するコストがかかるた

め、依然としてシステム導入時から変わらずＩＥ６のみをブラウザソフトとして利用

している府省庁があります。 
 
 

３．政府機関における取組 

 NISCから各府省庁に５月１２日付で以下のとおり指示しました。 
・ ＩＥ６からＩＥ８への移行を推奨。 
・ 今後、各府省庁においてウェブアプリを利用するシステムの新規構築又は更

改する際は、最新ブラウザに対応する設計とすること。 
・ 最新の複数ブラウザの利用を検討すること。 

 
  

４．今後の取組 

政府機関においては、引き続き、ＩＥ６からの移行に係る取組等を推進し、情報セ

キュリティの向上に努めてまいりたいと考えております。 
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